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要約 

本研 では ・ の が主 性をもって行う け に し （以

きょうだい）が （以 同 ）の いをどのように し心理的に受けとめ そしてそれを自 の

生にどのように 置 けていくのか その セスを らかにすることを 的とした。20 代のきょうだい

2 名を に の 化 によるラ フス ーリー・ ンタ ューを実 し 的 的 を行っ

た。 同 の いは やきょうだいの生活に りかかってきたものであり 同 の いによる

関係や生活の 化の受けとめには 同 発 時のきょうだいの年 同 の 生活を っていくうえで

の方 やその共有 が すると考えられた。A は 在の自 自 の 観や 生と びつくものと

して 同 の いを 置 けていた。一方 B は同 の いに を見 しながらも 自 の 生と同

の いとを びつけるような りは得られなかった。このような きょうだいの けの 度における

には のパー リ ィやラ フス ージ 同 の の関 など な要 が関 していると考

えられた。 

 

キー・ワード きょうだい け ・ ラ フス ーリー・ ンタ ュー 

 

I 問題と目的 

1． じめに 

 に 的な 置が必要となる や

は多 である。 でも が や重 な

は生命を かす で 力で長 におよ

を要するため の生活の は大きく な

れる。実 に が は が の の

による の めて上 を めている（ 生

省 2009）。しかし一方では の 発や

度 の進歩によって の 70 以上が

長 生 を めるようになっている（

2015 日本 ・が 学 2014）。このよ

うな の向上は ・ の 性

としての一 を めているともいえる。 

子の発 は 本 の なら にも大きな

を えうる。特に が のように の

性 の発 はその特 から長 的 的に

それ れに を える（ ・ ・ , 
2008）。 の （以 きょうだい）に

おいても それは例外ではない。2000年代より

では を めた心のケ の必要

性が指 されているが 同 が をもつことの

きょうだいの心理的 については 検討され

てこなかった（ ・ ・ 2015）。 年

では きょうだいに関心が向けられることが

に増えているものの 研 や の数は られて

おり 必要とされる ー や支援の は

だ とは言い いのが である。 



12 お の 子大学心理臨床相談センター紀要 21 号 2019 年  
 

2． 児のき いに る研究 

では が など に る を える

子どもや 性 を える子ども（以 同 ）

のきょうだいについての研 が 1950 年代 より

なされている（ , 2010）。その後次 に

に らない同 の発 によるきょうだい の

が検討され 同 の発 がきょうだいに す

の と の （ の 性）が される

ようになった。例え Kramer（1981）は 同

の発 や 院により 内の役 に 化が生

からの が増大することを らかにした。

また Sloper（2000）は 同 が の関心事の

心となる から の の で の生

活スタ や からの など 多くの

をしていることを らかにした。このような多

くの や 化のなかで 的に 定になり

振 反 的になる（Murray, 1998; 
Woodgate, 2001）などの を すきょうだい

の もある。一方で や など他者 の

受性 共 性 援助 間的 や生 の

の の増大（Kramer, 1981） 他者 の共

と援助 求の増加 自 長が される（Murray, 
1998）といった もある。 

 
3． 研究にお る課題と本研究の目的 

行研 の をもとに が においてもき

ょうだい の や きょうだい同士の

ー の の 者による 支援な

どが され実 が まっている。 
しかし きょうだい の は 数の要 が相

に を し っている であり の

性からの検討や 定的な を重点的に取

り上げて支援の方向性を検討するだけでは きょ

うだいの を にとらえているとはいえない

（大 2011）との指 もある。さらに 行研

の多くは 同 の い ）がきょうだいに す

という きょうだいにとって受 的 点

から れたものが多い。きょうだいは の

で相 している 在であり（ , 2012）
一方的に を受けているだけの 在ではない。

きょうだいの を きょうだい自 が同 の

いに して行う取り という 点に立ち

やその 定・ 定の にとら れ セスとし

て らかにすることは きょうだいの をより

く理 することにつながると考える。そこで本

研 では 以 2点を 的とする。 
1）きょうだい自 の主 的行 としての

け に し どのようにきょうだいが同

の発 による を心理的に受けとめ 自 の

生に 置 けていくのか らかにすること。 
2）本研 を ・ のきょ

うだい支援の検討における予備的研 と 置 け

きょうだい支援 の を得ること。 
 
Ⅱ  

1． 的研究 の  

本研 では きょうだい自 の けという

主観的で 性が い事 を う。そこで 研

には 当事者の を内 から くことが

となる研 に向いていて の 性を え

主 の に った記 を資 とする ラ ィ

ヴ・ ス ・リ ー （Bruner, 1990/1999）
を した。 的には によるラ フス

ーリー・ ンタ ューを行った。ラ フス ー

リー・ ンタ ューは が自 の 生 をど

のように ラ ィヴとして 化し けて他

者に るかに関心をもつ（やまだ 2007）。きょ

うだいの主観的な と けを らかにする

のに しているため これを した。 
 

2． 協 者および 間 

力者は ・ を した同

をもつきょうだい 2 名（A B ）であった。

は において す。 ン リン 時の 件

として これまでの 生 を振り返り ること

ができる年 であること 同 との がな
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いこととした。 間は 2015 年 8 から 11
であった。 

 

3．  

ンタ ューの実 に （性 年

）同 の 名（同 が得られた ）

同 の 院 の有 に関する を たフ

ス ー の記 を求めた。 
ンタ ューは それ れ 1 つ実 した。

力者が自由に れる （ 力者の自 カフ

の ）で行い 同 を得た上で IC レ ー ー

に した。 ンタ ューに要した時間は A
1時間40 B 1時間30 であった。同 の

発 から 在に るまでの を自由に っても

らい 以 8 在の の 形

や 来のラ フ ン における 定

生活 および生活 関係 同

の い 同 の いと 力者自 との関係

の い 以外の との関係や ら

に する いについて て りを した。 
 

4．  

ラ フス ーリー に り 佐 （2008）を

考に 的 的 を行った。 的には り

に 実に ンタ ューの を し それを

同 の発 ・ 院 院から 在 来

の時間 に って び替えた。 を り返し

で りの を検討し 力者が し

た 来事ごとに一つのまとまりに った。その

後 さらに りを ながら ー ン ー

ィン を行い いて 点的 ー ィン を行っ

て 的カ リーを した。 ・ 本

（2015）を 考に された 的カ リー

の から 心理的受けとめに して 的な

的カ リーを導き し それを 来事におけ

る心理的受けとめとした。なお この は反

的に行 れ が 的になるのを ために

者を 心理学を する学生 数名で数 に

たり検討した。 
 

5． 理的  

本研 は 立命 大学 を とする研

に関する倫理 員 の 認を得て実 した。

実 に 力者に し 本研 の 要 の

加と について の取り いや公表の

性について を文 と 頭で した。同 を

得られた の を実 し 得られた ータ

や資 は や に配 して一部を記号化

し 重に 管した。 
 

Ⅲ 結  

力者の フィー について を表1に

す。 いて きょうだいが した 来事と

その心理的受けとめについて を事例ごとに

す。以  は した 来事  は心

理的受けとめの 見 し  は 力者の実 の

り  は 力者が他者から発言された内容

（ ）はその で実 には られていないが文

理 のために 者が補 した ンタ ュー

時の 力者の表 や 振りを す。なお

と やすさの観点から 内容や表 を

が らない 度に一部 している。 
 

 
表1 協 者のプロ ール 

力者 A B

性 性 性

年 20代 20代後

同 発 時の

力者の年
15 20

・ ・ ・ 力者
（ ）

・ ・ ・
  力者・ （ ）

力者の 在
の生活

大学1年生

同 との
年

3 3

同 の 名 再生 性 形

同 の
性GVHD 観

学生
に あり

にて 務
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1． 1  

A の した 来事とその心理的受けとめの

要を表2に す。 
） 同 の発 ・  

どこか他 事で実 がない A の （ ）

は 検 で が見つかったことから 数の

検 を て と った。A はその事実を

から いた。A は たいな認 はあ

まりして おら あ まり に えて いな

かった。 の 院が まり 指定されている

と かされた時に めて え そ なすごい

だった だ と った。しかし一方では

は ィ などで見るもので 自 の が

するとは どこかで か他 事 であり

自 の は大 だ う と ていた。 
の 化を る 院 の検 のた

めの 院 いに が き うため の り

が くなることも多くなった。それに い

間で の 度が増えた。A は と の

に れる を 取って おとなしく振 っ

た。また 内で が こると自 が

になって の に めようとした。さらに

以 は ることのなかった を らなくてはと

いう いが 生えた。 
） 同 が 院 の生活  
生活の 化 の と の 院生活が

まると A の生活も大きく り めた。

めている 生の 院 の見 いに

行っている の りは く 当時 学生だった

A は すると 9時 まで一 で にいるこ

とが多かった。A の自 は 外であり いし

いし と 在による を ていた。さ

らに ーー って で ってくる に

して うし だった と も い

ていた。また が 事に して ラつきを

る姿に どうしよう と 在の に

いも ていた。 はA を一 にしている

という い からか A に し しい 度をと

るようになった。 とは に関する 題が増加

したことや A が 内 の にな う

とした から す が増えた。 
に るく な はなく は

の ち 日もあったが ちの り替えを行

い 向き であったと られた。それは

がち と見つかっていた ことや （

師の）力 いっていうか ー があった こ

とが要 だったと うと った。 
者の 在がありがたい の他に の

を らされていた は られていた。学

関係者で しい事 を っていたのはA と の

担 の であったが （ は） しても し

いかなっていうとこ があった だと う です

した 来事 心理的受けとめ
 同 の発 ・ どこか他 事で実 がない

の 化を る

 同 が 院 の生活 生活の 化 の と

者の 在がありがたい

ことの さを実

 ー と 務 ・ に ない い

なく進 に がない

 同 の ・ ・ についての 自 に がない

 進 っかく えられた ・自 の を生かしたい

 同 の のことはもう のよう

 同 の に している

 同 とのこれから 援はするが 理しないで しい

にも自 にも理 者が必要

表2  の体験した と の 理的 とめ 
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よ 。だから（担 に） ま ない で

あった。A は 自 の担 に し その に

ついての理 っていうのはた と どないと

う ですけど からないなりに 力はするか

ら と 大 たいな な ともない時

も をかけ 者的な立 で にかけてくれ

たことをありがたく ていた。 
他にも の相談相 だった の （ ）

やその （従 ）にも にかけてもらい まして

もらったが い れもA から相談することはな

かった。 の担 に しては 配 のなさを

ていたが それは したりとか い 直 し

ないと からないこと があり しょうがないと

受けとめていた。 
ことの さを実 A は に して ま

あ なないだ う と考えていたが 本当に

は の命が にさらされていると いたときに

めて 本当に で しくない と い こと

の さを実 した。 
は 院生活の で 事を めた で見るよ

うになった。その 子が を 立た ることも

あった。A は のこのような 度に きを

ながらも を したことでどうしようもな

いことがあると ることも多く そういう

になっち ったのかなーって自 なりに はし

てる ですけど と理 を していた。 
） ー  

と 務 ・ に ない い の

で A は の ーとして一度

の を受けた。 ーの 検 の が て

から に臨 までにやりたくない ち

と やらなけれ ならないという 務 の心理的

があった。 
（検 が る日に で 院に行き）お

さ が Aち よくやった ー たいなこと

を言ってくれて えーって って まさか な

ないか（ ）。あれ もしかしてーと った

ら Aち の が100 はまったから たい

な。う ーっと（ ）。な か とは な

き いけないのに 直言うとう ー たいな（

）。 一 やりたくないと ったらやらな

くていいし たいなことも言ってくれた ですけ

ど え やらなき だめだよな（ ）と って。

直やりたくない ちの方があった。 
を受けたくなかったのは 3 年生で部活の

大事な と の時 が重なっていたことや

に う や さのためだった。また っ

て言ったらすごく し ない と 的な

を表すことに を いていた。な 自 が

を受けなけれ いけないのかという いを に

すことは になかった。 はもち

にも すことはできなかった。 に いて

しかった が 自 から に言 ないと めて

いた 。 
一 反 っていうか な となく言動に して

の った だ かった ー とかは 言

ないで とりあえ 言 れた う う か

った たいな（ を にうな く）。 
に関しては そり 助かる だったら

やっても かった ですけど と るように

のために 力したいという ちもあった。一

度 の によって同 が を発 したとき

は それが自 の いのように られ すごい

で そのときがた 一 つらくて っ

て い てしまった。この 来事を受けて 院

内の心理士との 談が けられた。しかし そこ

に も同 したため 本心を言うことはでき

に った。A は （ をきいてくれる相 が

を受けたことのある だったら） た

いに する とかそういう は すごい

心 を てる ないかな と った。 
なく進 に がない A の

受 が いてきた A は 度 の

ー を受けた。この時には一度 の のよう

に そ な 取ってもらってなかった が あ
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まりやりたくないとか （なくて）そういう

おっきいの（一度 の ）はやっち ったしい

いかなーという だった 。 
） 同 の ・ ・ についての  

自 に がない A は の や

についての は と ど から いていた。

ーに関する や は 師の と

院から された （ 冊子）で行

れた。 の についてA は 理 はし

ていなかった 。加えて のことは だにそ

なによく かってないことが多い 。 につい

て りたいことは あ まりなかった 。一度自ら

について べたことがあったが する

ィ な のためその行 もやめた。 
） 進  

っかく えられた ・自 の を生か

したい A は大学で 学部 進学した。進

特に大学進学における 定には や

院の の 在が大きく していた。 学

後は の や と一 に 院していた

子どもたち の主 その他の 院スタ フ

の を受け っかく えられた だから

（ 師を） 指して ようかなくらいのつもりだ

った 。そこに での理 の の も加

り 大学進学を考える時点では 自 の を生

かして 師になりたいという ちが 生えてい

た。 
（ を）助けてくれた 生 たいに も か

こういう した って ないと うの

で そういう ちを かってあげられるような

お 者さ になれるかなと って。  
） 同 の  

のことはもう のよう の容 が

し も 定してくると 的に な くな

った ことで 内の 論も り はより

くなった。 に し 的な心配はあるが

院も そうでなく のことな て と ど

のこと たいな ですごい かった と

ていた。 
） 同 の  

 に している A は の を て

は かけがえのないもの という を ち大

事に うようになった。また とも でい

る時間が 長かったので 以 より よくなっ

た。さらに との関 り いを大事に したり

や に しても う ちが 生えた。

さらに や の を に を大事に

するようになった。 
（ に）なったのはまあ かにそ なにいい

こと なかったかもしれないけど にな

なかったら たし のことそ なに大事には

なかったなー たいな ある

っていうか かったなっていう いのとこはあ

ります 。 
 また 自 の進 において の を受けたこ

とに関しても に していた。 
（ の によって） も 大学とか 来なり

たい とかの 方向性がすごい まったので

でも それって いこと なくて

し してるかなーって います。

でも（ の） があったから 者にならなき

なっていうすごい使命 たいなものがあっ

て って できてるし。  
） 同 とのこれから  

援はするが 理しないで しい 在 大

学 進学し一 らしをしているA は

いに大学進学を えた の進 の相談を いてい

た。 は の のことや による な

どを心配し 実 から く れたとこ にはやり

たくないと っている。A は の進学に関して

やりたいことがあるなら一生 命 って し

い ですけど 理はしないで しいかなー と

の を っていた。 
にも自 にも理 者が必要 A は との

来について が助けようと ってる ですけ
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ど もっと もっと にいて支えてくれる

だから なのかな とかち として し

い。 ち と理 してくれる がいたらい

いなーっていうのは ってます と 後自 が

を たり助けたりはするつもりだが の

くに理 者がいることを でいた。さらに 自

の 来についても 相 や に し

の 在や それに関 って されるかもしれな

いA 自 の理 を していた。 
 
2． 2  

B の した 来事とその心理的受けとめの

要を表3に す。 
同 の発 ・ ・  

重い だとは ってもいない B の （

）は 3年生の時 に が く られ

ないと えた。B は の えに を さなかっ

たが が の を え けたため が

を の れて行った。そこでの

師の は であった。 
そ ときは た どかった ない

かなー。おめえ れ え えな てことある

け えだ う たいな。そういうのになったこ

とがないからな ですけど ー。 

師に りを つける の を受けた

日も の は まら もう一度 院を受

すると である 性を された。その後

は検 を て 院 った。 
その に行った（ 院） 間に行ったの ま

あ れました 。（ と）言 れて

（ 形 ） たいな。で だからそこで

電 した かな 院に。おまえ 者だ う

たいな。 
した 師に して B は そういうのに

なったことないから って いた時

もだから 得しち う ですよ

院の言うことを るしかない まだ は（

かって） かったけど っと できてたら

どうなってたのかなっていうのはありますよ

と したことのないことで 師を るしか

なかった一方で の命に関 る 題を見 ごさ

れていたことに りを ていた。 
生き けるよう るしかない B の は

的な を き を した。B はそ

のような を にしてどうしたらいいのか か

ら いを た。特に の を見たとき

は ことの重大さや自 の 力さを が

事で生き くことだけ を るしかなかった。 

した 来事 心理的受けとめ
同 の発 ・ ・ 重い だとは っていもいない

師に りを つける

生き けるよう るしかない

同 が 院 の生活 のことが の生活を に ない

しなけれ からない

同 の見 い のことをしているという

同 の が に える を にかける

に きを える

の に 心すると同時に の った姿を見るのが い

同 の ・ ・ についての にもう しで ると を つ

同 の く姿に 心

同 の は のこと

同 の を する

の

同 とのこれから あ な い いはしたくないし さ たくない

支えが大事

表3 の体験した と の 理的 とめ 
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（ ョ を受ける に し）どうしたらい

いか か ないっていうのはあったよ 。（ 院か

らの りに）お さ が いてたから うー

これどうしようもできないなと って とりあえ

るしかないなと った です。大 な方に。 
同 が 院 の生活  
のことが の生活を に ない

の 院 は のうち なくとも一 は見 い

に行っており に 在であった。 のいないと

きは同 する が を るなどしており B
は自 の生活上大きな 化は なかった。 
B は が 院 の生活に し な（

のことを） にしてきた と り しい

はないかなー それが というか それ（そ

ういうことを と ないとこ ）が なのか

な と が の生活を とは え それ

は当たり の事であると認 していた。 
時は ョ を受け動 していた で

あったが この になると もう行くとこまでい

くしかないだ う と をくくり 向きな

だった。 
しなけれ からない B は の

を B の 事の同 や 自ら していた。

は 力的であった。 が ら を いて

き心配する姿に B は もし の立 でも

あー もこう言うなっていうのがあった で と

の 度を に受けとめる一方で （もし自

が の立 でも） もできないし どう か

けたらいいか か ないから と 当事者で

なけれ からないことがあると ていた。ま

た が になったことで と同 の主

公が する 本を見返し にまつ る

を に だ。 
同 の見 い  
のことをしているという は一

日も かさ 見 い 行っていた。 も週に

度は 院を ていた。B は から

（B ）が行くと も くなる と いてお

り 行ける時は行ってたし の日も ちょっ

とでも見に行ったり した。見 いに行った は

他 のない をしたり 同 の を ったり

して 以 よりも一 に ごす が増えた。 
同 の  
が に える を にかける が

を受ける は そうで ス レスが ま

っていく を にかけていた。一方 の 間

では と な の姿を見て 心 して

いた。 
あれ（ ）も まあ そうだった で。うー

で に えとかする だけど はあ ま

り言えなかったです 。それはやめ とか。そ

なこと言うなとか。は言えなかったです。 。

（ ）しててス レス まっていく け

ないですか。 
に きを える B は の受ける

の方 を心配していた。B が の しい

要について を受けたのは 後であった。

の主 が 時の 記 などを しながら

すると B は （ が） は な

だけど（それを） り して すげえことす

だな と た。 
の に 心すると同時に の った姿

を見るのが い の を受けながら これ

で（ が）なくなる かー と 心 を得た。

しかし を えた が力なく ている姿を見

るのは かった 。 
同 の ・ ・ についての  
にもう しで ると を つ その時

の の 子は くが の進行 やこれから

の 方 などについては しく なかった。 
りたいとは なかったです ー。やっ

ると考えち うから。 からもし 1 年後 院と

か言 れても そ なに（ き）っていう。だか

ら 自 ようとも なかったし もうち

ょっとだ う もうちょっとだ うっていう。 
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B は ンター で の について べ

ることもあったが の には 子のいい がい

るのに に べて かまた な てきたら

それも な で あ まり べ ることは

しなかった。 
同 の  
く姿に 心 B は が 院してきた

度の 的な 自由が残った の 来はどうな

るのだ うかと心配した。しかしその後 し

て に く を見て とりあえ 大 だ う

と 心していた。 
同 の  
は のこと B は 在 と同

しているものの自 にいないことが多いので

と す も ないが の後 で 度では

あるが 的な を う を っている。し

かし は に生活してる ので もう

は （のことは） れてきてるっていうか

との関係は も らない と の を

くは ていなかった。 
同 の  
を する を えた に して ま

あよく り えた と え そ な なら な

でも り えられる ないか と の を

いていた。一方 を特 いすることはない

と った。 
の の がより まり B

と の の まりもあった。 
（ の ）があったからなのか もし がそ

な にならなかったらどうか からなかった

ですけど 。 （ いいのは の の

）もあるような がしますけど ー。 
同 とのこれから  

あ な い いはしたくないし さ たくな

い B は が に いている 子を見てお

り 来について はないと った。自 のこ

れからのラ フ ン に しても の の

は 本的にはないが この か もし

して子ども 来たり かしてー でその子ど

もとかも さ たくないな と の

は大 な 来事であり そのような いはこれ以

上 にさ たくないと ていた。 
支えが大事 な には になって

しくないが もしも になってしまったら そ

の を支え きっと大 だと ることが大事

だと ていた。 
まーだけど そこで支えれ 支えただけ…

え ら が行ったら 心してたから だから…
な だ う…まあ してれ いいのかな。 

 
  

1．き いの体験と 理的 とめ 

）同 の発 による生活の 化 
同 の いはは め A にとっては実 のも

てない他 事であり B にとっては いもよら

来事であった。きょうだいにとって 同 の

発 ・ は いが や自 の生活

に りかかってくる だといえる。 同 の発

・ から 同 が 院 の生活 において

は 者ともに 同 と が 在の生活を して

いたが その受けとめには相 があった。A は

生活や 関係の 化によって 心理的 担

を たり にな うと 内役 を 整

したりしていた。一方 B は 同 の見 い

に 向いたり 同 の を 整したりしてい

たものの 自 の生活における 化としてそれら

を ら に 同 が の生活を に

のこと と えていた。 
このような相 が生 た要 の一つとして 同

の発 時のきょうだいの年 が考えられる。当

時B は20 で いていたが A は15 の

学生であり だ の を必要とする年 であ

った。生活における 生活が める 度が大き

い ど きょうだいは その 化を に や

すいと考えられる。 
また 化の受けとめには 同 の 生活を



20 お の 子大学心理臨床相談センター紀要 21 号 2019 年  
 

るうえでの方 や の 共有の 度が い

をもたらしたと考える。B は の で 生

き けるよう るしかない と を め

も同 方向を向いて 生活に臨 でいた。一方

A は を いても実 が か し 多く

の 化を して な を に理 していた。

・ ・ （2008）によると 子どもが発

した は 生活の方 と を で共

有することで 一 で課題を え ことを

して を整えていくことができるとい

う。しかし きょうだいがこうした の や

における 共有の の に ることは多く

ない。多くのきょうだいは を整えることが

できないままに生活を ら なら こうした

は りの 化に大きく さ られる に

つながると考えられる。さらに このような

はきょうだいを 内で 立さ るといえる。き

ょうだいも同 の ・ 生活を共に歩

の一員として きょうだいに た の 定

や共有が られていく必要があるだ う。 
）同 の と ー 

A は ー を していた。そこで

は と 務 ・ に ない い を き

に いて しいが言いたくないという

する な心理 にあった。 は ー

を受けるか かの 定をA に る言

かけをしていたが A は の はないと受

けとめていた。Macleod, Whitsett, Mash & 
Pelletier（2003）は ー 補となるきょうだ

いは 同 が であることの さを さら

に からの を 取っているため 自由

（free choice）は になりえないと べて

いる。 の だけでなく きょうだい自

が をもちながらも していく セスに

り い 的に 得して できるような

ー や そのための きが必要であるといえる。 
また がA に向けた よくやった と

いう言 のように きょうだいが ーとしての

自 を 定される は きょうだいが自 の

在 をそこに さ てしまう 性をはら

でいると考える。 ーとしての自 に を

ることは きょうだいのレジリ ンスや とな

る 性がある一方で ーとなること の

レ ーや における を めてしまう

性もある。 ーの 題は 関 る

の ちが交 する大 な 題であり それ

れの立 を 重した やかな ー が必要で

あるといえる。 
さらに 後の の発 をA は自

の いのように ていた。 行研 でも 同

のことが されている（Macleod et al., 
2003）。 ーとなることは きょうだい自

が を う 置や 院を いられ 同 の

の一部を担う であり 同 の いというス

ーリーにきょうだいが大きく巻き まれる

であるといえる。自 自 でないものに生活を

ン ー される （ 2013）は きょう

だい自 のラ フス ーリーを大きく るがしう

る。きょうだい自 の生活や自 の ン ー

が な れないよう支援することが必要だ う。 
 一方 B が った 同 の に関する ー

は が と外 であった。受けとめは

きや さとして表 された一方 と 置の

に加え 同 を である と られる

ことは 心につながる であることが された。 
）他者の理  

A は 同 が 院 の生活 で 者の

在がありがたい と ていた。しかし A 自

ら ー を求めたという りは得られな

かった。一見特 な ー は必要ないように

えるきょうだいに しても の が 的に

を向け をかけていくことは必要であ う。

また A は の理 ではなく ちの

理 を した担 にありがたさを ていた。

同 の いにまつ る 的 は との間で

きるものも多い。それをすべて で えるこ
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とは きょうだいにとっても にとっても容

なことではないだ う。 に共 し理 を す

者の 在は きょうだいにとって重要な

ー であるといえる。 
さらに 事例において した者にしか

からない や があることが られた。これ

は きょうだいの に の同 をもつ （当

事者）としての かな や が 在している

ことを している。この や を言 化す

る は の けの となると考える。

加えて A は 同 をした者の が ける

を求めていた。これらは きょうだいに す

る ー の重要性を している。 後は

に同 の 院を したきょうだいと 在

の同 をもつきょうだいとが交 すること

のできる や を していくことも 検討し

ていくべきであ う。このような での は

同 が のきょうだいの や の

につながるだけでなく 同 が を えたき

ょうだいが自 の を えなおし 同 の い

を自 の 生に 置 けていく となると考え

られる。 
）同 の 生活と同 の い 
者ともに 同 の を て 同 の

は のこととして 置 けていた。そしてそこ

には 同 が を り え に いた

という が められていた。 生活の立ち

直りや 同 の の きょうだいの く

の生活を同 が れるようになることは きょ

うだいに 生活を り ったという をも

たらすのかもしれない。しかし一方で きょうだ

いは 在だけでなく 来においても同 の や

らしを にかけていた。 を えた

・ に 後 や が残ったり

の 題が表れることは なくない。

後も同 の いは いており そのような 題

や課題と向き う同 の姿を きょうだいは 在

も にする で にかけたり支えたりしている

ことが された。 
 
2． の いの  
A は 自 の 進 に し これまで

の を振り返り ける を行っていた。

来に向けて歩 だす で 同 の いによる

と めて向き い自ら けを行えたこと

は 同 の いを としてその後の 生を歩 こ

とにつながったと考えられる。一方 B は本研

の 以 に 同 の いについて振り返り

めて を ける はもっていなかった。

同 の 院 に を め で ごし

ていた 子は や 的 に して を

し求め に 実生活の に 頭する

向的な 方 （Stroebe & Schut, 1999）であ

ったのかもしれない。 
A は他に の い との や

の い 自 自 の 来 さらには や

の に する いなど 多くの を 同 の

に見 しており 自 自 の 観や

生と びつくものとして 同 の いを 置 け

ていた。一方 B は 同 の に

を見 しつつも 自 の 生と同 の いとを

びつけるような りは得られなかった。自 の

関 という点では A はこれから自 の を

し ン ィ ィを 立していく であ

ったのに し B は年 的にも 的にも

ン ィの 得や自立が進 でいたことが さ

れ このようなラ フス ージの いは け

の度 いの につながったと考えられる。また

これまで てきたように のパー リ ィや

同 の の関 の在り方や と

の発 など その他の な要 もきょう

だいの けには関 していると される。 
 

3．今 の課題 

本研 での 見は 数の ータを に得られ

たものであり ・ のきょう
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だい てにこれをあてはめることはできない。ま

た な要 が心理的受けとめや けに

していた。 後はより に属性や要 の

をしながら ータの を行っていくことが

まれる。きょうだいの 相は多 多 であること

を理 したうえで それ れの ー の や支

援の 方 を検討していくことが必要である。 
 

 

） 学者のKleinman（1988/1996）が 学

的に定 される （disease）と して した

者の としての い（illness） を した 。 
 

 本研 は 2015 年度立命 大学文学部心理

学 に した 論文を加 修 したものです。

にご 力いただいた なさま 論文 にあたりご指

導 りました 立命 大学   教 本 の

にあたりご指導 りました お の 子大学 篁 倫

子 教 に く し上げます。 
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